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公立保育所等耐震整備予定表 単位：千円

園名 築造年 構造 階数 IＳ値 整備時期（予定） 整備方針（予定） 経費見込

金杉台 47年 LS 1 0.15 22年度 仮設建て替え 280,580

中央 42年 S 2 0.19 22～24年度 移転建て替え ―

LS 1 0.20 22～23年度 仮設建て替え 335,243

RC 2 0.65 ―

二和 45年 LS 1 0.29 22～23年度 移転建て替え 302,022

南本町セ 42年 RC 2 0.22 22～23年度 耐震補強 76,522

1期計 994,367

三山 47年 LS 1 0.31 24年度以降 移転建て替え ―

湊町 48年 LS 1 0.32 24年度以降 仮設建て替え ―

RC 2 1.25 ―

習台第一 43年 RC+LS 1 0.73 24年度以降 仮設建て替え ―

RC 2 0.35

高根 49年 RC 1 0.32 24年度以降 耐震補強 ―

二 海神第一 43年 LS 1 0.37 24年度以降 移転建て替え ―

習台第二 47年 RC 2 0.55 24年度以降 耐震補強 ―

期 若葉 41年 LS 1 0.43 24年度以降 仮設建て替え ―

浜町 55年 RC 2 0.41 24年度以降 耐震補強 ―

小室 54年 RC 2 0.47 24年度以降 耐震補強 ―

高根台セ 41年 RC 3 0.48 24年度以降 耐震補強 ―

宮本第一 46年 RC 2 0.49 24年度以降 耐震補強 ―

緑台 50年 LS 1 0.51 24年度以降 仮設建て替え ―

若松 49年 RC 2 0.51 24年度以降 耐震補強 ―

RC 1 2.82 ―

本町 52年 RC 2 0.55 24年度以降 耐震補強 ―

宮本第二 49年 RC 2 0.59 24年度以降 耐震補強 ―

2期計 ―

※構造： ＬＳは軽量鉄骨造、Ｓは鉄骨造、ＲＣは鉄筋コンクリート造
※整備方針： 仮設建て替えは仮設園舎を設置し、本園舎を建て替え、竣工後戻るもの。

移転建て替えは近接地に移転し、新設するもの。
耐震補強は建物はそのままで、補強工事を行うもの。補強の範囲により仮設園舎が必要

※Ｉｓ値： 構造耐震指標＝地震の震動及び衝撃に対し建物が安全かどうか示す指標。
Ｉｓ値０．３未満⇒震度６強の震動及び衝撃に対し倒壊または崩壊する危険性が高い。
Ｉｓ値０．３以上０．６未満⇒　　　　　　　同上　　　　　　　　　　　　　　　　　危険性がある。
Ｉｓ値０．６以上⇒　　　　　　　　　　　　　同上　　　　　　　　　　　　　　　　　危険性が低い。
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